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●内  容 住民アンケート調査（町内の全世帯） 
●実施時期 平成２７年 
●実施主体 杉並台団地内の町内会 

 

住民の声を地域づくりに生かして 

団地ができてから３０年以上が経過し、住民の生活環境は、随分、変化してきた。スー
パーが撤退して買い物が不便になったことや、見守りが必要な高齢者が増えたことなど、
課題も多くある。そこで、町内会では、住民の意見を情報共有して、団地のこれからを考
えようと、全世帯を対象にしたアンケート調査の検討を始めた。 

 

町内会の役員等で協議を進める 

アンケートの質問項目や配付方法等、役員会で協議を進めて
いる。行事の見直しについて聞いてはどうか、他にも、近所と
の付き合いの状況や困っていることを聞いてみよう等、意見は
様々。配付、回収の際の見守りも視野に入れている。 

 

 
 
普段から地域でコミュ二ケーションを 

普段から地域のことを気にかけ、行事や回覧を回す際などに住民とコミュニケーション
を取って様子を聞くようにしている。 

 
 
・ 町内には約 100世帯が住んでいる。地域の状況に沿ったきめ細かい内容のアンケート

にしたい。また、結果をどう生かすかも考えていきたい。（町内会役員） 

住民の声をこれからの地域づくりに反映しようと、町内の全世帯を対象にしたアンケート

について検討を始めた。平成２７年中の実施に向けて、町内会の役員等で質問項目や配付方

法等について協議を進めている。 

工夫していること等 

みんなの声  
声  

団地のこれからをみんなで考える 

町内会で独自アンケート 

 

杉並台団地 19 団地の将来を考える 


